
  

Latency

● 2つのプロセス間のピンポン遅延
● ソケットのみ同一になるよう指定し実行
● 255回実行し、全データをプロットした

– 遅延長い順に並べた
● SPARC T4はSolaris 11.1, それ以外はLinux
● ソース

– https://github.com/tomari/shmlatency/
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